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7.9. 水生生物の放射性セシウム動態

（１）目的 

2011 年 3 月の福島第一原発の事故により、各種の放射性物質が飛散した。落葉層及び土

壌には高濃度の放射性セシウムが長時間蓄積されることが指摘されている。それらが渓流

中に流れ込むことによって、渓流の生物に影響を及ぼし、ひいてはヤマメやイワナなども放

射性セシウムに汚染されるため、人間の食生活にも影響が及ぶ。本調査では、渓流中の主要

な要素である藻類・リター・砂について、現時点での放射能汚染の実態を把握することを目

的とした。

（２）調査方法

2019 年 4 月、10 月、11 月、福島県川内村内の 3 地点（上川内：37.38N 140.73E、下川内

1：37.28N 140.81E、下川内 2：37.27N 140.81E）の渓流において、藻類・リター・砂の採集

を行った。水生昆虫の採集は 2019 年 4 月に行った。藻類は、石の表面についている目に見

える余分な有機物類を取り除き、表面を簡単に渓流水で洗った後、石に固着している藻類を

採集し、室内にて熱風乾燥の後、放射性セシウム濃度を測定した。リターは、瀬にある岩等

に引っかかっているリターを渓流水で洗浄して持ち帰り、室内にて乾燥の後、放射性セシウ

ム濃度を測定した。砂については、瀬に存在する砂礫の砂を持ち帰り、室内にて乾燥の後ふ

るいにかけ（＜2 mm）、放射性セシウム濃度を測定した。測定には、ゲルマニウム半導体検

出器を用い、Cs-134、Cs-137 の放射性物質濃度の測定を行った。測定時間は値が安定するま

で行い、藻類・水生昆虫は最大 24 時間、リターと砂は最大 2 時間とした。

（３）結果及び考察

上川内・下川内 1・下川内 2 における各試料の Cs-137 の測定結果を図 7.9.-1 に示す。砂の

Cs-134 の平均値は、3 地点順（以下同様）に 13 Bq/kg・18 Bq/kg・19 Bq/kg、Cs-137 の平均

値は、139 Bq/kg・288 Bq/kg・358 Bq/kg であった。リターの Cs-134 の平均値は、検出限界

以下であったが、Cs-137 の平均値はそれぞれ 348 Bq/kg・824 Bq/kg・495 Bq/kg であった。

藻類の Cs-134 の平均値も検出限界以下であったが、Cs-137 の平均値はそれぞれ 155 Bq/kg・

938 Bq/kg・1367 Bq/kg であった。フタスジモンカゲロウの Cs-134 の平均値も検出限界以下

であったが、Cs-137 の平均値はそれぞれ 290 Bq/kg・450 Bq/kg・1550 Bq/kg であった。マダ

ラカゲロウの Cs-134 の平均値も検出限界以下であったが、Cs-137 の平均値はそれぞれ 270

Bq/kg・54 Bq/kg・84 Bq/kg であった。今回の結果を、2018 年 7 月に（科研費により）採集

した試料の放射性セシウム濃度と比較すると、砂において、上川内・下川内 1・下川内 2 と

もに放射性セシウム濃度の値が増加し、藻類やリターにおいて減少した。
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図 7.9.-1 2019 年度における砂・リター・藻類・水生昆虫 2 種の Cs-137 濃度
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7.10. 野生山菜の放射性セシウム

（１）目的

野生山菜中の放射性セシウム濃度はばらつきが大きく、生育地の放射性セシウム量だけ

では説明ができず、経年変化も一様ではない。実態の的確な把握が重要であることから、放

射性セシウム（Cs-137）濃度の経年変化を 2012～2016 年に調べた個体（群）（清野・赤間

2018）の中から、調査の継続に適した 9 種 20 個体を選び、検体を採取して、種ごとの Cs-

137 濃度の最新の変化を明らかにした。また、主要な種で生育地の土壌の交換性カリウムの

影響を調べた。

（２）調査方法

2019 年 8 月に三ツ石、金山、大玉でコシアブラ 5、タラノキ 2、フキ 3、ヨモギ 2、ゼン

マイ 3、イタドリ 1、ヤマドリゼンマイ 2、ウド 1、ワラビ 1 個体から展開した当年茎葉を

採取した。検体は熱風乾燥器で 75℃、48 時間以上で乾燥させ、重量を測った後、U-8 容器

（容量 100mL）や 0.7 L マリネリ容器に入れ、ゲルマニウム半導体検出器で Cs-137 濃度を

求めた。検体が 2012～2016 年は新芽であったので、科研費等により取得したデータで別

に作成した展開茎葉/新芽 Cs-137 濃度比（表 7.10.-1）を用い、8 月採取の検体濃度から

2019 年の新芽濃度を推定した。Cs-137 濃度は 2016 年 9 月 1 日を基準日に減衰補正した。

土壌の交換性カリウム（K+）が野生山菜の Cs-137 濃度に及ぼす影響を評価するため、ゼ

ンマイ 20（郡山市）、フキ 20（福島県中通り・浜通り）、コシアブラ 18（福島県会津・中通

り・浜通り）、ワラビ 14 か所（浜通り）の生育地の 0-5 cm 深の土壌を 100 mL 採土円筒で採

取し、重量と Cs-137 濃度、交換性カリウム濃度、交換性セシウム濃度を調べた。0-5 cm 深

の土壌の Cs-137 蓄積量を算出し、当年茎葉の Cs-137 濃度を除して当年茎葉への面移行係数

を求めた。当年茎葉のCs-137濃度を目的変数、空間線量率（範囲はゼンマイ 0.18～0.46 μSv/h、

フキ 0.05～12 μSv/h、コシアブラ 0.04～0.90 μSv/h、ワラビ 0.17～1.4 μSv/h）、生育地の 0-5

cm 深の土壌の交換性カリウム濃度（範囲はゼンマイ 0.10～0.58 cmol+/kg、フキ 0.15～3.3

cmol+/kg、コシアブラ 0.30～2.4 cmol+/kg、ワラビ 0.42～1.1 cmol+/kg）、交換性セシウム濃度

（範囲はゼンマイ 0.053～1.2 μmol/kg、フキ 0.040～1.3 μmol/kg、コシアブラ 0.39～11 μmol/kg、

ワラビ 0.024～1.9 μmol/kg）の 3 変数の部分集合を説明変数とする（重）回帰式を、諸数値

を対数変換して作成した。

（３）結果及び考察

野生山菜の新芽の Cs-137 濃度は、多くの種、個体で 2016 年までの経年的低下傾向が 2016

～2019 年の間も続いていること、2016 年まで上昇傾向であったコシアブラやヤマドリゼン

マイも下降に転じている可能性があることが分かった（図 7.10.-1）。一方、濃度の低下傾向

が見られないワラビの例もあった。
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が見られないワラビの例もあった。

土壌の交換性カリウムがゼンマイ、フキ、コシアブラ、ワラビの Cs-137 の面移行係数に

及ぼす影響は、いずれも小さいと考えられた（図 7.10.-2）。Cs-137 濃度の近似式の寄与率（r2）

は、説明変数が空間線量率だけのときと比べ、空間線量率、土壌の交換性カリウム濃度の 2

変数にしてもあまり大きくならなかった（ゼンマイ 6→8％、フキ 57→58％、コシアブラ

32→37％、ワラビ 72→73％）。一方、土壌の交換性セシウム濃度はフキの Cs-137 濃度に有

意（P = 0.017）に影響を及ぼしており、交換性セシウムを加えた 3 変数の近似式では r2 が

71％に上昇した。3 変数にしてもゼンマイは 10％、コシアブラは 44％に上昇するにとどま

った。

以上のように、野生山菜の放射性セシウム濃度は、一部の種では経年変化の傾向が近年、

変化しているようであり、傾向の判断に観察の継続が必要である。また、土壌の交換性カリ

ウムは野生山菜の Cs-137 濃度に大きな影響は与えていないと考えられる。

表 7.10.-1 野生山菜 9 種の展開茎葉/新芽 Cs-137 濃度比

2012～2019 年採取検体で作成。個体（群）ごとに求めた比を種ごとに集計。

Mean SD n
コシアブラ 0.65 0.23 16
タラノキ 0.56 0.24 7
フキ 2.25 1.25 14
ヨモギ 1.62 0.92 4
ゼンマイ 0.58 0.24 7
イタドリ 0.37 0.24 6
ヤマドリゼンマイ 0.44 0.21 4
ウド 0.37 0.18 2
ワラビ 0.65 0.05 2

種名
展開茎葉/新芽137Cs濃度比
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図 7.10.-1 野生山菜 9 種の新芽 Cs-137 濃度の経年変化

シンボルは観察個体（群）の違いを示す。直線は観察期間を通じた濃度変化の対数近似線。

図 7.10.-2 土壌の交換性カリウム濃度と土壌からゼンマイ、フキ、コシアブラ、ワラビへの

Cs-137 面移行係数
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図 7.10.-1 野生山菜 9 種の新芽 Cs-137 濃度の経年変化

シンボルは観察個体（群）の違いを示す。直線は観察期間を通じた濃度変化の対数近似線。

図 7.10.-2 土壌の交換性カリウム濃度と土壌からゼンマイ、フキ、コシアブラ、ワラビへの

Cs-137 面移行係数
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7.11. 詳細調査Ⅰを補完する放射性セシウム蓄積量調査

（１）目的

詳細調査Ⅰ（森林内放射性物質分布調査）を補うために、森林水文観測や物質動態の観測

を長期間行っている森林総合研究所筑波共同試験地で、ヒノキ林の樹木と土壌における放

射能の汚染実態を調査した。

（２）調査地の概況

森林総合研究所筑波共同試験地（茨城県石岡市：茨城森林管理署管内椚平国有林）の筑波

理水試験地の流域でヒノキ林を調査した（図 7.11.-1）。ヒノキ林は尾根に位置する 49 年生

の林分である。

（３）調査方法

30 m×40 m のプロットを作成し、詳細調査Ⅰに準じて空間線量率を測定、樹木や落葉層、

土壌の試料採取、試料調整、放射性セシウム測定を行った。樹木試料（ヒノキ 3 本）、落葉

層と土壌は 2019 年 9 月 25 日に採取した。2013～2016 年度及び 2019 年度の放射性セシウム

濃度（Cs-134 + Cs-137）の基準日は各年の 9 月 1 日とし、2011～2012 年度は各採取年度の 2

月 1 日を基準日とした。

（４）結果及び考察

調査林分の空間線量率は、地上高 1 m で 0.07 μSv/h、地上高 10 cm で 0.08 μSv/h（n = 20）

であり、それぞれ前回調査を行った 2016 年度の測定値から 0.01 μSv/h 低下した。しかし、

空間線量率測定の標準偏差が 0.01 μSv/h であったことを考慮すると、空間線量率の値は前回

調査時からほとんど変化しておらず、当調査林分の空間線量率は事故以前のレベルにほぼ

達したと考えられる。

図 7.11.-1 筑波共同試験地における調査地点

ヒノキ林
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部位別の放射性セシウム濃度の平均値を見ると、2019 年度の枝葉、樹皮、材の放射性セ

シウム濃度は前回調査を行った 2016 年度の測定結果よりも濃度が低下していた（図 7.11.-

2）。葉及び枝では 2012 年度以降毎年濃度が低下しており、2019 年度もその傾向が継続して

いた。樹皮及び辺材でも同様の減少傾向が確認された。一方、心材の放射性セシウム濃度は

2011 年度から 2014 年度まで緩やかに濃度が増加していたが、2015 年度以降減少に転じ、

2019 年度もその減少傾向が継続していた。落葉層では 2011 年度から 2013 年度にかけて調

査部位の中で最も高かった放射性セシウム濃度が時間の経過とともに減少していたのに対

し、土壌 0-5 cm では徐々に濃度が増加する傾向が前回調査時まで確認されていた。2019 年

度の落葉層では濃度が継続して低下し、土壌0-5 cmの濃度も落葉層と同様に減少していた。

深さ 5 cm 以深の土壌の放射性セシウム濃度は、前回調査時からほとんど変化していなかっ

た。

2011 度年から 2014 年度までの放射性セシウム蓄積量の分布割合は、葉、枝、樹皮、落葉

層で低下し、土壌で増加する傾向が見られた（図 7.11.-3、表 7.11.-1）。2015 年度以降も同様

の傾向が見られたが、2014 年度以前と比較すると分布割合の変化は小さいものであった。

また、森林に降下した放射性セシウムの 9 割以上が土壌に蓄積していることが確認された。

2019 年の詳細調査Ⅰの三ツ石ヒノキ林調査地の放射性セシウム分布割合と比較すると、両

ヒノキ林で放射性セシウムの 9 割以上が落葉層及び土壌に蓄積しているという点が共通し

ていた。しかし、三ツ石ヒノキ林の落葉層には筑波共同試験地ヒノキ林のそれよりも多く放

射性セシウムが分布しており、同じヒノキ林調査地でその内訳に違いがあることも分かっ

た。このような違いが生じた要因を明らかにするためには、さらなる調査が必要である。
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図 7.11.-2 筑波共同試験地ヒノキ林における部位別の放射性セシウム濃度

横棒と誤差棒はそれぞれ平均値と標準偏差を表す。各部位の平均値（kBq/kg、有効数字 2

桁）を横棒の右に示した。
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図 7.11.-3 筑波共同試験地ヒノキ林の放射性セシウム蓄積量の分布割合

左上に放射性セシウムの単位面積あたり蓄積量の合計（±標準偏差）を示した。（注）2015 年

の調査結果は省略。

表 7.11.-1 2011～2019 年度における筑波ヒノキ林調査地の放射性セシウム蓄積量の部位別

分布割合

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

葉, 枝 18%, 9% 7%, 3% 4%, 2% 2%, 2% 1%, 1% 1%, 0.7% - - 0.8%, 0.6%

樹皮 4% 2% 2% 1% 1% 2% - - 0.9%
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土壌 51% 66% 75% 90% 87% 92% - - 94% 
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８８．．  継継続続調調査査結結果果ととりりままととめめ  

（１）目的

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災後の東京電力福島第一原子力発電所事故に

より、福島県を中心とした東日本に放射性物質が広く拡散し、森林生態系や木材、特用林産

物などの汚染が確認された。キノコ類、山菜等の特用林産物の一部では食品の基準値を超え

る放射性物質が検出されたため、出荷制限や風評被害により地域の経済に甚大な被害を及

ぼしている。また、木材の汚染や森林からの流出等による再拡散や森林生態系内の生物への

影響等の懸念も未だ根強く、森林における放射性セシウムの実態把握と動態調査が強く望

まれて実施されてきた。令和元年の現在、事故発生から 8 年以上が経過しており、森林生態

系内にある放射性物質は初期の大きく変動する時期から、徐々に生態系内での移動量が釣

り合い平衡状態に近づいているとも言われている。社会的にも関心が高い将来の汚染状況

を見通すためには、森林生態系内の構成要素についての汚染の推移について特徴を把握し

ておく必要がある。そこで本章では、これまで複数年間継続して調査が行われてきた主な調

査項目について経年変化の傾向を明らかにし、森林生態系内における放射性物質の 9 年間

の動きを概括することを目的とする。

本事業で調査した空間線量率、樹木各部位、下層植生、特用林産物、昆虫、野生動物等の

項目のうち、森林全体の放射性セシウム蓄積量、葉及び枝、樹皮及び木材について報告する。

（２）方法

調査分析方法は、本報告書の第 5 章から第 7 章まであるいは過年度の報告書に詳細が記

載されている。

（３）結果と考察

１）森林全体の放射性セシウム蓄積量の経年変化

2011 年度から 2019 年度までの三ツ石スギ林の森林全体の放射性セシウム蓄積量を図 8.-1

に示した。事故後初期に1240 kBq/m2あった放射性セシウム蓄積量は、2019年度に660 kBq/m2

となり、約半分にまで減少したことが分かる。森林からの放射性セシウムの流出がほとんど

ないことを考慮すると（Shinomiya et al., 2014）、放射性セシウムの物理的減衰に従い、森林

全体の放射性セシウム蓄積量も減少したと考えられる。同様の減少傾向は、大玉村など他の

調査地でも確認された。その一方で、三ツ石スギ林と同じ川内村にある三ツ石ヒノキ林の森

林全体の放射性セシウム蓄積量は増減を繰り返している（図 8.-2）など、放射性セシウムの

物理的減衰による蓄積量の減少が明瞭でない調査地も存在している。近年では、落葉層及び

土壌の放射性セシウム蓄積量が全体に占める割合が大きいことから、森林全体での放射性

セシウム蓄積量に物理的減衰の影響が見られない調査地では、落葉層及び土壌の放射性セ

シウム蓄積量の推定方法を精査し、場合によっては一部見直す必要があると思われる。また、
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三ツ石ヒノキ林と三ツ石コナラ林は林道をはさんで隣接しているのにもかかわらず、2015

年度から 2019 年度までのヒノキ林の放射性セシウム蓄積量はコナラ林よりも平均して 2 倍

程度と多いことも分かった（図 8.-2）。飯舘村など他の多くの汚染地域と異なり、川内村周

辺では乾性沈着による放射性セシウムの初期沈着量の割合が多いという報告がなされてい

る（Korsakissok et al., 2013）。原発事故が発生した 3 月には、ヒノキでは葉がついていたの

に対し、コナラ林の樹木の多くでは葉がついていなかったと考えられる。この葉の有無を考

慮すると、乾性沈着による放射性セシウムの葉への付着の有無が隣接する林分での森林全

体の放射性セシウム蓄積量の差を生じさせたのではないか、という仮説が考えられる。上述

のような地域ごとの特性についても、森林内の放射性セシウムの動態把握のため、今後調査

及び研究を行っていく必要がある。

図 8.-1 三ツ石スギ林の森林全体の放射性セシウム蓄積量の経年変化

図 8.-2 三ツ石ヒノキ林と三ツ石コナラ林の森林全体の放射性セシウム蓄積量の経年変化
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２）葉及び枝の放射性セシウム濃度と蓄積量の経年変化

三ツ石スギの葉の放射性セシウム濃度の経年変化（図 8.-3）を見ると、2011 年度の濃度が

最も高く、その後、指数関数的に減少していることが分かる。同一調査地の枝の放射性セシ

ウム濃度も、葉と同様、指数関数的に減少しているが、葉と比べると濃度の減少速度は遅い

ことが分かった。枝の放射性セシウム濃度の減少が葉よりも遅かったのは、枝と比較すると

三ツ石のスギの葉齢が約 4～6 年と短く（Kiyono and Akama, 2016）、原発事故によって直接

汚染された葉が枝よりも早く落葉したことが原因の１つと考えられる。一方、金山スギの葉

の放射性セシウム濃度は、三ツ石スギと比較すると、濃度の減少速度が緩やかであることが

分かった（図 8.-4）。金山スギの葉齢は、三ツ石スギよりも長いことが報告されており（約

8 年）（Kiyono and Akama, 2016）、三ツ石と比較すると、直接汚染された葉が多く残っていた

ことが原因の１つと考えられる。広葉樹であるコナラの場合、枝の放射性セシウム濃度の経

年変化は、スギなどの針葉樹と同様、指数関数的に減少していた（図 8.-5）。一方、葉の濃

度は 2012 年度から 2019 年度まで大きく変化していないことが分かった。上述のような葉

の放射性セシウム濃度の経年変化に違いが生じるのは、根を介した土壌からのセシウム吸

収や樹体内での転流などの循環量が広葉樹と針葉樹で異なることが原因と考えられる。し

かし、その定量的な評価はいまだ十分に行われておらず、樹木の各部位の放射性セシウム濃

度予測モデルの向上のため、今後も調査・研究を継続していく。

2019 年 8 月現在、三ツ石スギの葉の放射性セシウム蓄積量は、2011 年 8 月時の蓄積量の

1％未満にまで減少した（図 8.-6）。2019 年度の枝の放射性セシウム蓄積量も、2011 年度の

値の 3％程度であり、原発事故から 8 年以上が経過し、枝葉の放射性セシウム蓄積量が大き

く低下した。一方、三ツ石コナラ林の枝葉の放射性セシウム蓄積量は、2016 年度以降ほと

んど変化しておらず（図 8.-7）、コナラ林内での放射性セシウムの循環が平衡状態に近づい

てきていることを反映していると考えられる。また、2016 年度頃から 2019 年度の三ツ石ス

ギ林の葉の放射性セシウム蓄積量の減少速度も緩やかになってきており、スギなどの針葉

樹林でも放射性セシウムの循環が準平衡状態になってきたものと考えられ、今後の変化を

注視していく必要がある。

図 8.-3 三ツ石スギの葉と枝の放射性セシウム濃度の経年変化
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図 8.-4 金山スギの葉と枝の放射性セシウム濃度の経年変化

図 8.-5 三ツ石コナラの葉と枝の放射性セシウム濃度の経年変化

図 8.-6 三ツ石スギの葉と枝の放射性セシウム蓄積量の経年変化

図 8.-7 三ツ石コナラの葉と枝の放射性セシウム蓄積量の経年変化

参参考考文文献献
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３）樹皮及び木材の放射性セシウム濃度と蓄積量の経年変化

樹皮の放射性セシウム濃度は、ほとんどの調査林分において指数関数的な減少を示した

が（例：図 8.-8 左）、金山スギでは減少傾向を示さなかった（図 8.-8 右）。金山スギでは内

樹皮の放射性セシウム濃度が外樹皮と同じ程度にまで増加していることから（詳細調査Ⅲ

参照）、放射性セシウムの経根吸収が活発である可能性があり、そのため樹皮の放射性セシ

ウム濃度が減少しなかったと推測される。

樹皮の放射性セシウム蓄積量の経年変化は、濃度の経年変化と同様に概ね指数関数的な

減少を示した（図 8.-9）。これは樹皮の現存量の増加率よりも樹皮の放射性セシウム濃度の

減少率の方が大きかったためである。しかし今後、樹皮の放射性セシウム濃度が下げ止まっ

た場合、成長の良い林分では樹皮の放射性セシウム蓄積量は増加に転じる可能性がある。

木材の放射性セシウム濃度の経年変化傾向は、調査林分により異なり、減少傾向（図 8.-

10 上左）、変化なし（図 8.-10 上右）、増加傾向（図 8.-10 下）の全てのパターンが見られた。

同一調査地内で樹種間の比較をすると、ヒノキやコナラは増加傾向、アカマツは減少傾向、

スギは変化なしという傾向を示した。しかし同一樹種内で調査地間の比較をすると、ヒノキ

には減少傾向、スギには増加傾向も見られた。これらのことから、木材の放射性セシウム濃

度の経年変化傾向は、樹種差と場所差の両方に影響されることが明らかとなったが、樹種や

調査地ごとの統一的な傾向を提示することは現時点では難しく、他の調査・研究結果との統

合やメタ解析等が重要となる。また 2018 年度頃より、これまで木材の放射性セシウム濃度

が増加傾向を示していた調査林分の一部において、減少傾向が見られ始めた（図 8.-11）。森

林や樹体内での放射性セシウムの動態が定常状態に達すると木材の放射性セシウム濃度は

放射性セシウムの物理的減衰によって減少傾向を示すと考えられるが、実際に当該調査林

分においてそれに準じた減少傾向に転じたのかどうかを確かめるためには今後も継続的な

調査が必要となる。

木材の放射性セシウム蓄積量に関しては、多くの調査林分で増加傾向が見られた（例：図

8.-12）。これは木材の放射性セシウム濃度に経年変化がない林分でも木材の現存量の増加に

よって蓄積量が増加するためである。仮に木材の放射性セシウム濃度が Cs-137 の物理的減

衰に従って毎年約 2％の割合で減少する状況であっても、木材の現存量がそれ以上の割合で

増加する成長の良い林分では木材の放射性セシウム蓄積量は増加することになる。

樹皮や木材の放射性セシウム濃度の下げ止まりや上げ止まりの傾向、さらには増加傾向

から減少傾向への転換などの兆しがいくつかの調査林分で見え始めたが、まだ断定できる

ほど確かなものではない。また、未だに単調増加・減少が続いている調査林分もあるため、

依然として調査の継続が必要な状況にある。
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図 8.-8 三ツ石スギ、金山スギの樹皮の放射性セシウム濃度の経年変化

図 8.-9 三ツ石スギの樹皮の放射性セシウム蓄積量の経年変化

図 8.-10 筑波ヒノキ、三ツ石スギ、三ツ石ヒノキの木材の放射性セシウム濃度の経年変化
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図 8.-11 金山スギ、三ツ石コナラ、大玉コナラの木材の放射性セシウム濃度の経年変化

図 8.-12 三ツ石スギの木材の放射性セシウム蓄積量の経年変化
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補遺 Cs-134 濃度が不検出の場合、Cs-137 濃度から Cs-134 濃度を推定する理論式について

（補遺 1）Cs-134 濃度の推定式

Cs-134 濃度の推定式は以下で示される。

Cs_134 推定 = Cs_137 × 
(1
2)

(𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇/365.2422)
𝑇𝑇𝑇𝑇_134

(1
2)

(𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇/365.2422)
𝑇𝑇𝑇𝑇_137

ここで、

Cs_134 推定：濃度比から推定された Cs-134 濃度（Bq/kg）

Cs_137：Cs-137 濃度の測定値を各年の 9 月 1 日を基準として減衰補正したもの（Bq/kg）

T_134：Cs-134 の半減期（2.0648 年：参考文献）

T_137：Cs-137 の半減期（30.1671 年：参考文献）

Td：各調査年の 9 月 1 日から 2011 年 3 月 15 日を引いた差の日数
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（補遺 2）Cs-137 濃度から推定した Cs-134 濃度の確からしさ

 Cs-137 濃度から推定した Cs-134 濃度の確からしさを検証するため、Cs-134 濃度の実測

値と推定値の関係を見る散布図を作成した（図.補.-1）。図の作成には、2018 年度の詳細調査

Ⅰの全調査地で採取された落葉層及び土壌試料の測定値を使用した。Cs-134 濃度の実測値

について見てみると、低濃度になるほど計数誤差が相対的に大きくなっているが、濃度範囲

全体に渡って、おおむね実測値と推定値は 1：1 で対応していた。上記検証結果に基づき、

Cs-134 濃度が不検出の場合は、Cs-137 濃度から Cs-134 濃度の推定が可能であると判断し

た。

図.補.-1 2018 年度の詳細調査Ⅰの全調査地で採取された落葉層及び土壌試料の Cs-134 濃

度の実測値（横軸）に対する Cs-137 濃度から推定した Cs-134 濃度（縦軸）の散布図及び 500 

Bq/kg 以下を拡大した散布図（点線は傾き 1 の直線）
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